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当院では様々な疾患へのリハの実施が可能です（上記以外の疾患にも対応可能です）。また、嚥下調整

食や治療食（糖尿病食、心臓病食、腎臓病食など）の作り方の指導、杖や歩行器などの福祉用具の選定、

退院後の介護サービスの調整への助言などを積極的に行っています。退院後も必要に応じて、当院からの

訪問診療や訪問栄養指導を行う事が可能です。

当院では地域に先駆けて地域包括ケア病棟の運営を開始し、地域包括ケアの実践に向け、リハビリ
テーション（以下、リハ）、栄養サポート、退院支援に力を入れています。
以下のような患者さんはいらっしゃいませんでしょうか？

食事を口に入れても、口の中にため込んでなかなか飲み込まない。飲み込む時は噛
まずに丸飲みをしており、入れ歯が合わないのが原因かと思い調整してみたが変わ
らない。水分もあまり取らないので、点滴をする回数が増えた。

年々身体の動きや嚥下が悪くなっているが、リハをすると多少良いようだ。介護
サービスもこのままで良いのか迷っているが、どのように調整すべきだろうか。定
期的にリハ・サービス調整のための入院ができると良いが。

息切れのために自宅に引きこもりがちで、歩行が不安定になってきている。食事も
あまり食べられないようで、どんどん痩せてきている。本人は「動くと苦しい」と
いうが、診察時のSpO2はそこまで低くないため、在宅酸素の導入を迷っている。

手術は終わったが、術後の体力低下が著しく、ADLの低下が進行している。手術を
した病院では外来リハは出来ないと言われた。食欲不振もあり、体重が減ってきて
いる。化学療法をする予定だったが、今の状態では適応外になりそうだと言われた。

リハビリテーション科部長 松原美和

出雲医療生活協同組合

出雲市民病院

食事中にむせることが多く、食べる量が減ってきている。妻も心配して食事を刻
んだりしているが、あまり効果がない。飲み込みのリハをしてほしい。また、妻に
どのような食事を作れば良いか指導をしてほしい。

ケース① 脳梗塞後遺症

ケース② 認知症

ケース③ パーキンソン病

ケース④ ＣＯＰＤ

ケース⑤ がん
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